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も美味しく好評でした。

　平成30年の第63回大会を最後に、歴史ある秋の大運動会は幕を閉じました。当院グラウンドで

開催されたのは、平成25年の第58回大会が最後で、第59回～63回大会は当院体育舘（共励館）

で、午前中のみの開催となりました。

　恒例の仮装行列や玉入れ、職域対抗リレーなど大変盛り上がりました。またお昼のお弁当もとて
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～阿多病院歩道橋～

　昭和５１年１月に、病院とグラウンドおよび体育館を結ぶ連絡橋として建造されました。

思い出～



頂ければと思っています。

　当院では、毎月院内研修会を開催しています。

8月は「訪問看護について」で、実際の援助内容

や役割等を紹介しました。平成28年度の開始か

ら、利用者の方の支援をしてきました。今後も

　8月に夏祭りを開催しました。

　射的やボンボン釣り、お菓子引きなど各々で楽しまれており、景品を手にすると嬉しそうにされて

当日はボンボン釣り、射的など縁日風のミニゲームコーナーを設け、軽食やかき氷を提供しました。

30点満点中、23点以下を軽度、14点以下を重度認知症としてとらえます。

　その様な状態の評価を行うものとして認知症検査があります。主に長谷川式認知症スケール（HD

と併用して総合的に評価する必要があります。

　当院では他に、MMSE（Mini-Mentarl-State examination）を使っています。これも質問法で

S-R）が使われています。９項目からなり、検査者が被検者に対して口頭で質問します。

30点満点中、20点以下で認知症が疑われます。長谷川式認知症スケール単独ではなく、他の検査

状態を言います。

　認知症とは、認知機能の欠損を特徴とする疾患を言い、以前に獲得した機能の低下を示すもので

す。脳の神経細胞の萎縮や病変・損傷などによって、日常生活における様々な認知機能が低下する

かなどをみていきます。

　他には時計の描画テストも行います。「あなたの思う時計を描いて下さい。」と教示し、次に数

字を入れてもらい、11時10分の針を描いてもらいます。

文字盤の数字配置が計画的か？、短針長針が正しく描けているか、針が文字盤の中心から出ている

沢山の方と出会い、生活のお手伝いをさせて

いました。

　今年はコロナ禍ということもあり密を避け、病棟ごとで

実施するかたちにはなりましたが、かき氷を美味しそうに

頬張る姿や、素敵な笑顔をみることができました。


